
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 日立メディカルセンター看護専門学校 
設置者名 公益財団法人 日立メディカルセンター 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

看護専門課程 
第 １ 看 護 学 科   
（看護師３年課程） 

夜 ・

通信 
１４５９時間 ２４０時間  

看護専門課程 
第 ２ 看 護 学 科   
（看護師２年課程） 

夜 ・

通信 
６９０時間 ２４０時間  

  
夜 ・

通信 
 

 

 
 

  
夜 ・

通信 
   

（備考）第１看護学科は、令和２年度より学生募集を開始し、１・２年生が在籍。 

    第２看護学科は、令和２年度より学生募集を停止し、３年生が在籍。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ(https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/student-and-parent)に

て公開 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

 

 



様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 日立メディカルセンター看護専門学校 

設置者名 公益財団法人 日立メディカルセンター 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 日立メディカルセンター看護専門学校運営委員会 

役割 

学則及び学則施行細則の規定により、次の項目について審議を行い学校の運

営に反映させる。 

・学則等諸規定の制定改廃に関する事項 

・教育方針及び教育計画に関する事項 

・学生の募集及び入学、その他学校行事に関する事項 

・学生の懲戒、除籍等その身分に関する事項 

・学校の予算編成、執行に関する事項 

・学校の施設、設備の整備に関する事項 

・その他学校の運営、経営、管理に関する事項 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

医院 院長 

令和 2 年 4 月１

日～令和 4 年 3

月 31 日 

保護者代表 

病院 職員 

令和 2 年 4 月１

日～令和 4 年 3

月 31 日 

保護者代表 

（備考） 

 

 

 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 日立メディカルセンター看護専門学校 

設置者名 公益財団法人 日立メディカルセンター 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

 ・シラバスの作成過程及び時期 

  毎年１月 教育課程（案）の内容を検討 

  毎年２月 運営委員会において審議 

  毎年２月 授業計画（シラバス）の決定 

  毎年４月 教育課程を配布 

 

 ・シラバスの公表時期 毎年 5月 

授業計画書の公表方法 
ＨＰ(https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/ 

student-and-parent)にて公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

第１看護学科 

 

 学業成績 学業成績は、学科試験及び実習評価により評定する。 

 学科試験 ・学修の評価は、A、B、C 及び D のいずれかで表し、A、B 及び

Cを合格とする。 

      ・試験は、原則として、年度の前期・後期の終わり又は学年末

に行うものとする。 

 追試験  ・やむを得ない理由により学科試験を受けることができなかっ

た者に対し、追試験を行う。 

      ・追試験は、１回とする。 

 再試験  ・学科試験に合格しなかった者に対し、再試験を行う。 

      ・再試験は、１回とする。 

 再実習  ・実習の履修を認められなかった者又は実習評価が不合格とな

った者に対し、再実習を行う。 

      ・再実習は、１回とする。 

 

 

第２看護学科 

 

学業成績 学業成績は、学科試験及び実習により評定する。 

学科試験 ・履修した授業科目の学習の評価は、筆記試験、口頭試験、論

文、レポート、実技試験その他の方法により行う。合格した

者に単位を認定する。 

      ・試験は、原則として年度の前期・後期の終わり又は学年末に

行うものとする。 

      ・試験の受験資格は、当該授業科目の所定の時間数の３分の２

以上を出席していなければならない。 

追試験  ・試験の受験資格があり、やむを得ない理由により学科試験を

受けることが出来なかった場合は、追試験を１回受けること

ができる。 

      ・学科試験修了後速やかに、追試験願を提出する。 

再試験  ・当該授業科目の試験において不合格者に対して、再試験を１

回行う。 

再実習  ・実習の履修を認められなかった者又は実習評価が不合格とな

った者に対して、再実習を１回行う。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学修の評価 

・学修の評価は、授業の出席状況並びに学科試験、レポート及び実習の成績

を 100 点満点の点数で評定する。ただし、試験中に不正行為があったと認

められる者についは、評定しない。 

・学修の評価は、A、B、C及び Dのいずれかで表し、A、B、Cを合格とする。 

・授業科目（各看護学実習を含む）ごとの評価は次の基準とし、A、B、C を

合格とする。 
評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

・実習の成績評価は、次の基準とする。 
評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

・追試験の成績評価は８０%とする。評価は、A、B、C、Dで標記する。 

・再試験に合格した者の当該科目にかかる評価は６０点とし評価は C で標記

する。 

・再実習に合格した者の当該科目にかかる評価は Cとする。 

 

GPA を使用し、成績評価を実施 

 

GPA（評定平均点）は、以下の数値によって表すもので、成績表とともに通

知します。 

 

成績評価と GP 
成績評価 GP     点 数 備  考 

  A⁺   ４ ９０点～１００点  

  A   ３ ８０点～ ９０点未満  

  B   ２ ７０点～ ８０点未満  

  C   １ ６０点～ ７０点未満  

 不合格   ０ ６０点未満  

  欠 席   ０ 欠席 試験欠席  

 認 定   ― ― 対象外とする 

 失 格   ― ― 出席日数不足・授業料未納・不正行為等 

GPA 算出方法 

 GPA＝（科目の単位数×GP）の合計 / 履修登録科目の単位数の合計 

 ＊小数点第２位下切り捨て   

 ＊分母の総単位数には、不合格科目（評価が「不」、「欠」）の単位数を含む。 



GPA の総合評価 
   GPA      総合評価 

３．５～４．０ 大変優秀な成績 

３．２～３．４ 優秀な成績 

１．６～３．１ 平均的な成績 

１．０～１．５ 努力を要する成績 

  ０～０．９ より一層努力を要する成績 

 

対象外科目 

 本校以外の卒業大学等で修得した単位は、対象外とします。 

 

GPA の活用 

 本校は、GPA を学則規定の表彰、各種奨学金事業の運用に際して使用しま

す。 

 

説明責任 

 成績評価に関する学生の質問及び疑問等には、適切に応えられるようにし

ます。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ＨＰ(https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/ 

student-and-parent)にて公表 



４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針 

 本校では以下の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生には、専

門士の称号を授与します。 

第１看護学科 

  １．人間性豊かで論理観のある看護師である。 

  ２．専門知識をもち根拠に基づいた看護を実践する能力がある。 

  ３．多職種と連携でき地域医療を見据えた看護活動が行える。 

  ４．社会人基礎が身についている。 

  ５．専門職として高い意識をもち自ら学び続けることができる。 

第２看護学科 

  １．人間を尊重し、人間を総合的に理解する能力がある。 

  ２．健康概念を理解し、人間のより良い生き方の意味を認識できる。 

  ３．看護の実践の基盤となる知識・技術・態度が身につき問題解決能力

がある。 

  ４．保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し、他職種との連携・

協働ができる。 

  ５．主体性をもち、論理的にものを考え、それを表現できる。 

  ６．専門職業人として看護の向上を目指し、研究的態度の基礎が身につ

いている。 

  ７．感性・創造性の豊かな人間性として、自己成長ができる基盤が身に

ついている。 

  ８．広く社会に目を向ける能力が身についている。 

卒業の要件 

 第１看護学科 

 ・本校に修業年限３年以上６年まで在籍し、規定する学科の授業を履修し

単位を修得した者について、講師会の意見を聞き、運営委員会の審議を

経て、卒業を認定する。 

 ・学校長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書及び専門士（医療専門

課程）の称号を授与する。 

・教育課程におけるすべての単位１０１単位を取得している。 

・修業年限３年間において欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超える

者については、卒業を認めないものとする。 

 



第２看護学科 

 ・本校に修業年限３年以上６年まで在籍し、規定する学科の授業を履修し

単位を修得した者について、講師会の意見を聞き、運営委員会の審議を

経て、卒業を認定する。 

 ・学校長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書及び専門士（医療専門

課程）の称号を授与する。 

 ・教育課程におけるすべての単位７１単位を取得している。 

 ・修業年限３年間において欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超える

者については、卒業を認めないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ＨＰ(https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/ 

student-and-parent)にて公表 
 

  



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 日立メディカルセンター看護専門学校 

設置者名 公益財団法人 日立メディカルセンター 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 hitachi-medical.or.jp/情報開示/ 

正味財産増減計算書 hitachi-medical.or.jp/情報開示/ 

財産目録 hitachi-medical.or.jp/情報開示/ 

事業報告書 hitachi-medical.or.jp/情報開示/ 

監事による監査報告（書） hitachi-medical.or.jp/情報開示/ 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 看護専門課程 
第１看護学科     

(看護師３年課程) 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 
３０００ 

単位時間／単位 

１４７２ 

単位時間

/単位 

４７０ 

単位時間

/単位 

１０３５ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

２３ 

単位時間

/単位 

３０００単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１６０人 １５４人 ０人 ９人 ９４人 １０３人 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 看護専門課程 
第２看護学科     

(看護師２年課程) 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 夜 
２１９０ 

単位時間／単位 

１２５８ 
単位時間

/単位 

１９２ 

単位時間

/単位 

７２０ 

単位時間

/単位 

０ 

単位時間

/単位 

２０ 

単位時間

/単位 

２１９０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 １４人 ０人 ７人 １人 ８人 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（概要） 

 教育理念に基づき、教育目標のもとディプロマポリシーの実現を目指して基礎分野、

専門基礎分野、専門分野Ⅰ・Ⅱ、総合分野でカリキュラムを構築 
 

看護師教育課程（３年課程） 
 

教育内容 単位数 授業科目 
単位

数 

時間

数 

基
礎
分
野 

      論理学 1 30 

科学的思考の基盤   5 
心理学 1 30 

看護に生かす統計学 1 15 

      
情報科学 1 30 

人間工学 1 15 

  13   生物学 1 30 

      人間関係論 1 30 

人間と生活   8 英語・英会話 1 30 

 ・社会の理解     
生命倫理 1 15 

キャリアデザインとマナー 1 15 

      

健康科学 1 15 

ボランティア・インターンシップ 1 15 

家族と社会学 1 30 

小計 13   13 300 

専
門
基
礎
分
野 

      
解剖生理学総論 1 15 

解剖生理学Ⅰ 1 30 

 人体の構造と機能    6 
解剖生理学Ⅱ 1 30 

解剖生理学Ⅲ 1 30 

 
  

 
解剖生理学Ⅳ 1 30 

      生化学 1 15 

 

 

 

 

疾病の成り立ちと 

  

  

  

微生物学 1 15 

17 

病理学 1 15 

治癒論 1 15 

薬理学 1 30 

栄養学 1 30 

 回復の促進     病態生理学Ⅰ 1 30 

    11 病態生理学Ⅱ 1 30 

      病態生理学Ⅲ 1 30 

      病態生理学Ⅳ 1 30 

      
精神病態学 1 15 

リハビリテーション概論 1 15 

 
    公衆衛生学 1 15 

健康支援と 
  

社会福祉 1 30 

 社会保障制度  6  6 看護と法律 1 30 

 
 

    

保健医療論 1 15 

医療倫理 1 15 

健康教育論 1 15 



小 計 23   23 525 

専
門
分
野Ⅰ

 

      看護学概論 1 30 

基礎看護学 11 看護倫理 1 15 

      看護過程 1 30 

      基礎看護学技術論Ⅰ 1 30 

      基礎看護学技術論Ⅱ 1 30 

      基礎看護学技術論Ⅲ 1 30 

      基礎看護学技術論Ⅳ 1 30 

      基礎看護学技術論Ⅴ 1 30 

      

基礎看護学技術論Ⅵ 1 30 

基礎看護学技術論Ⅶ 1 30 

基礎看護学技術論Ⅷ 1 30 

臨地実習 3 基礎看護学実習Ⅰ-① 1 45 

 基礎看護学     
基礎看護学実習Ⅰ-② 1 45 

基礎看護学実習Ⅱ 1 45 

小 計 14   14 450 

専
門
分
野Ⅱ

 

成人看護学 6 成人看護学概論 1 30 

      成人看護学援助論Ⅰ 1 30 

      成人看護学援助論Ⅱ 1 30 

      

成人看護学援助論Ⅲ 1 30 

成人看護学援助論Ⅳ 1 30 

成人看護学援助論Ⅴ 1 30 

老年看護学 4 老年看護学概論 1 30 

      老年看護学援助論Ⅰ 1 30 

      
老年看護学援助論Ⅱ 1 30 

老年看護学援助論Ⅲ 1 15 

小児看護学 4 小児看護学概論 1 30 

      小児看護学援助論Ⅰ 1 30 

      
小児看護学援助論Ⅱ 1 30 

小児看護学援助論Ⅲ 1 15 

母性看護学 4 母性看護学概論 1 30 

      母性看護学援助論Ⅰ 1 30 

      
母性看護学援助論Ⅱ 1 30 

母性看護学援助論Ⅲ 1 15 

精神看護学 4 精神看護学概論 1 30 

      精神看護学援助論Ⅰ 1 30 

      
精神看護学援助論Ⅱ 1 30 

精神看護学援助論Ⅲ 1 15 

臨地実習     成人看護学実習Ⅰ 2  90 

 成人看護学 6 
成人看護学実習Ⅱ 2 90 

成人看護学実習Ⅲ 2 90 

 老年看護学 4 
老年看護学実習Ⅰ 2 90 

老年看護学実習Ⅱ 2 90 

 小児看護学 2 
小児看護学実習Ⅰ 1 45 

小児看護学実習Ⅱ 1 45 

 母性看護学 2 母性看護学実習 2 90 

 精神看護学 2 精神看護学実習 2 90 



小 計 38   38 1320 

 

在宅看護論 4 在宅看護概論 1 15 

統
合
分
野 

      在宅看護援助論Ⅰ 1 30 

      
在宅看護援助論Ⅱ 1 30 

在宅看護援助論Ⅲ 1 15 

看護の統合と実践 5 医療安全 1 30 

 

 
 

 
 

国際看護・災害看護 1 30 

 
 

 
 

 
 

臨床看護の実践と管理 1 30 

  

 

  

  

  

  

看護研究 1 30 

チーム医療論 1 15 

臨地実習 

在宅看護論 
2 

在宅看護実習Ⅰ 1 45 

在宅看護実習Ⅱ 1 45 

 看護の統合と実践 2 看護の統合実習 2 90 

小 計 13   13 405 

総  計 101   101 3000 
 



 

 

看護師教育課程（２年課程） 
 

教育内容 単位数 授業科目 
単位

数 

時間

数 

基
礎
分
野 

 
 

 
 

 
 論理学 1 30 

科学的思考の基盤 

 
 3 心理学 1 30 

  

 
 

 
 情報科学 1 30 

  8 

 
 社会学 1 30 

 
     人間関係論 1 30 

人間と生活 

 
 5 英語 1 30 

 ・社会の理解 

 
 

 
 健康科学 1 30 

 
 

 
 

 
 生命倫理 1 15 

小計 8   8 225 

専
門
基
礎
分
野 

      解剖生理学Ⅰ 1 30 

      解剖生理学Ⅱ 1 15 

人体の構造と機能   5 生化学 1 15 

      栄養学 1 30 

      微生物学 1 15 

疾病の成り立ちと 11   病理学総論 1 15 

      回復の促進     病態生理学Ⅰ 1 30 

    6 病態生理学Ⅱ 1 30 

      病態生理学Ⅲ 1 30 

      病態生理学Ⅳ 1 30 

      薬理学 1 30 

 
    公衆衛生学 1 15 

健康支援と 4 4 看護をとりまく法律 1 15 

 社会保障制度     社会福祉 1 30 

      保健医療論 1 15 

小 計 15   15 345 

専
門
分
野Ⅰ

 

    看護学概論Ⅰ 1 30 

 
 看護学概論Ⅱ 1 30 

    看護過程 1 30 

    基礎看護学技術論Ⅰ 1 30 

基礎看護学  9 基礎看護学技術論Ⅱ 1 30 

    基礎看護学技術論Ⅲ 1 30 

    基礎看護学技術論Ⅳ 1 30 

    基礎看護学技術論Ⅴ 1 30 

    基礎看護学技術論Ⅵ 1 30 

臨地実習 2 基礎看護学実習Ⅰ 1 45 

 基礎看護学     基礎看護学実習Ⅱ 1 45 

小 計 11   11 360 



専
門
分
野Ⅱ

 

成人看護学 4 成人看護学概論 1 30 

      成人看護学援助論Ⅰ 1 30 

      成人看護学援助論Ⅱ 1 30 

      成人看護学援助論Ⅲ 1 30 

老年看護学 3 老年看護学概論 1 30 

      老年看護学援助論Ⅰ 1 15 

      老年看護学援助論Ⅱ 1 15 

小児看護学 3 小児看護学概論 1 30 

      小児看護学援助論Ⅰ 1 30 

      小児看護学援助論Ⅱ 1 30 

母性看護学 3 母性看護学概論 1 30 

      母性看護学援助論Ⅰ 1 30 

      母性看護学援助論Ⅱ 1 30 

精神看護学 3 精神看護学概論 1 30 

      精神看護学援助論Ⅰ 1 30 

      精神看護学援助論Ⅱ 1 30 

臨地実習      

 成人看護学 2 成人看護学実習 2 90 

 老年看護学 2 老年看護学実習 2 90 

 小児看護学 2 小児看護学実習 2 90 

 母性看護学 2 母性看護学実習 2 90 

 精神看護学 2 精神看護学実習 2 90 

小 計 26   26 900 

 

在宅看護論 3 在宅看護概論 1 15 

統
合
分
野 

      在宅看護援助論Ⅰ 1 15 

      在宅看護援助論Ⅱ 1 30 

看護の統合と実践 4 看護研究 1 30 

 

 
 

 
 

医療安全 1 30 

 
 

 
 

 
 

災害看護・国際看護 1 30 

 
 

 
 

 
 

臨床看護の実践と管理 1 30 

臨地実習  
 

 
 

      

 在宅看護論 2 在宅看護実習 2 90 

 看護の統合と実践 2 看護の統合実習 2 90 

小 計 11   11 360 

総  計 71   71 2190 
 

 



成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績 

 学業成績は、学科試験及び実習により評定する。 

 

学科試験 

 ・履修した授業科目の学習の評価は、筆記試験、口頭試験、論文、レポート、実技 

  試験その他の方法により行う。合格した者に単位を認定する。 

 ・試験は、原則として年度の前期・後期の終わり又は学年末に行うものとする。 

 ・試験の受験資格は、当該授業科目の所定の時間数の３分の２以上を出席していな

ければならない。 

 

追試験 

 ・試験の受験資格があり、やむを得ない理由により学科試験を受けることが出来なか

った場合は、追試験を１回受けることができる。 

 ・学科試験修了後速やかに、追試験願を提出する。 

 

再試験 

 ・当該授業科目の試験において不合格者に対して、再試験を１回行う。 

 

再実習 

 ・実習の履修を認められなかった者又は実習評価が不合格となった者に対して、再実

習を１回行う。 

 

学修の評価 

・学修の評価は、授業の出席状況並びに学科試験、レポート及び実習の成績を 100 点 

満点の点数で評定する。ただし、試験中に不正行為があったと認められる者につ

いては、評定しない。 

・学修の評価は、A、B、C及び Dのいずれかで表し、A、B、Cを合格とする。 

・授業科目(各看護学実習を含む)ごとの評価は次の基準とし、A、B、Cを合格とする。 

評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

 

・実習の成績評価は、次の基準とする。 

評 定      基 準   合否の別 

   A    ８０点～１００点   合 格 

   B    ７０点～８０点未満   合 格 

   C    ６０点～７０点未満   合 格 

   D    ６０点未満   不合格 

・追試験の成績評価は８０%とする。評価は、A、B、C、Dで標記する。 

・再試験に合格した者の当該科目にかかる評価は６０点とし評価は Cで標記する。 

・再実習に合格した者の当該科目にかかる評価は Cとする。 

 

 

 



GPA を使用し、成績評価を実施 

 

GPA（評定平均点）は、以下の数値によって表すもので、成績表とともに通知します。 

 

成績評価と GP 

成績評価 GP    点 数 備  考 

  A⁺   ４ ９０点～１００点  

  A   ３ ８０点～９０点未満  

  B   ２ ７０点～８０点未満  

  C   １ ６０点～７０点未満  

不合格   ０ ６０点未満  

欠 席   ０ 欠席 試験欠席  

認 定   ― ― 対象外とする 

失 格 ― ― 
出席日数不足・授業料未納・不正行

為等 

 

GPA 算出方法 

 GPA＝（科目の単位数×GP）の合計 / 履修登録科目の単位数の合計 

 ＊小数点第２位下切り捨て   

 ＊分母の総単位数には、不合格科目（評価が「不」、「欠」）の単位数を含む。 

 

GPA の総合評価 

   GPA      総合評価 

３．５～４．０ 大変優秀な成績 

３．２～３．４ 優秀な成績 

１．６～３．１ 平均的な成績 

１．０～１．５ 努力を要する成績 

  ０～０．９ より一層努力を要する成績 

 

対象外科目 

 本校以外の卒業大学等で修得した単位は、対象外とします。 

 

GPA の活用 

 本校は、GPA を学則規定の表彰、各種奨学金事業の運用に際して使用します。 

 

説明責任 

 成績評価に関する学生の質問及び疑問等には、適切に応えられるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



卒業・進級の認定基準 

（概要）  

卒業の認定に関する方針 

 本校では以下の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生には、専門士の称号

を授与します。 

第１看護学科 

 １．人間性豊かで倫理観のある看護師である。 

 ２．専門知識をもち根拠に基づいた看護を実践する能力がある。 

 ３．多職種と連携でき地域医療を見据えた看護活動が行える。 

 ４．社会人基礎力が身についている。 

 ５．専門職として高い意識をもち自ら学び続けることができる。 

第２看護学科 

 １．人間を尊重し、人間を総合的に理解する能力がある。 

 ２．健康概念を理解し、人間のより良い生き方の意味を認識できる。 

 ３．看護の実践の基盤となる知識・技術・態度が身につき問題解決能力がある。 

 ４．保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し、他職種との連携・協働ができ

る。 

 ５．主体性をもち、論理的にものを考え、それを表現できる。 

 ６．専門職業人として看護の向上を目指し、研究的態度の基礎が身についている。 

 ７．感性・創造性の豊かな人間性として、自己成長ができる基盤が身についている。 

 ８．広く社会に目を向ける能力が身についている。 

 

卒業の要件 

 第１看護学科 

・本校に修業年限３年以上６年まで在籍し、規定する学科の授業を履修し単位を修

得した者について、講師会の意見を聞き、運営委員会の審議を経て、卒業を認定

する。 

・学校長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書及び専門士（医療専門課程）の

称号を授与する。 

・教育課程におけるすべての単位１０１単位を取得している。 

・修業年限３年間において欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超える者につい

ては、卒業を認めないものとする。 

 第２看護学科 

 ・本校に修業年限３年以上６年まで在籍し、規定する学科の授業を履修し単位を修得

した者について、講師会の意見を聞き、運営委員会の審議を経て、卒業を認定する。 

 ・学校長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書及び専門士（医療専門課程）の称

号を授与する。 

 ・教育課程におけるすべての単位７１単位を取得している。 

 ・修業年限３年間において欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超える者について

は、卒業を認めないものとする。 

学修支援等 

（概要） 

 看護師国家試験対策として１年次より模擬試験を実施し、また学内において講習会を

実施し、資格取得を目指すための学習の支援をしている。 

 

 

 

 



卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

２３人 

（  92.0％） 

２人 

（  8.0％） 

（主な就職、業界等） 

  病院・医院 

（就職指導内容） 

  すでに勤務している学生に対し指導の機会は設けていないが、学生が自由に医療施

設の求人案内を閲覧できるよう求人コーナーを設置している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  看護師国家試験 

（備考）（任意記載事項） 

  第１看護学科は、令和２年度より学生募集を開始し、１・２年生が在籍。 

  第２看護学科は、令和２年度より学生募集を停止し、３年生が在籍。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １１８人 ５人  ４．２％ 

（中途退学の主な理由） 

  学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

  教員・カウンセラーと学生との面接面談を行う。 

 

  



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

第１看護学科 180,000 円 560,000 円 276,000 円 
その他（施設整備費 184,000 円、 

実習費 92,000 円） 

第２看護学科   100,000 円 276,000 円 

192,000 円 
その他(施設整備費：地区内

120,000 円、実習費 72,000 円） 

258,000 円 
その他(施設整備費：一般

186,000 円、実習費 72,000 円） 

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

  https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/school-evaluation 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校自ら行う自己評価結果を基に、外部委員が参画する運営委員会の評価を実施・公表

し、評価結果に基づき学校運営の改善を図る。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

医院 院長 
令和 2 年 4 月 1 日～令

和 4年 3月 31 日 
学識経験者 

医院 院長 
令和 2 年 4 月 1 日～令

和 4年 3月 31 日 
学識経験者 

元公立小中学校校長 
令和 2 年 4 月 1 日～令

和 4年 3月 31 日 
学識経験者 

元公立小中学校校長 
令和 2 年 4 月 1 日～令

和 4年 3月 31 日 
学識経験者 

学校関係者評価結果の公表方法 ホームページにて公開 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp/school-evaluation 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

  https://www.hitachi-medical-kango.ac.jp 

 


